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「上司のモヤモヤ」

清水佑三 著／講談社
さまざまな会社の管理
職がオフレコでつぶや
いたボヤキや悩み。ま

じめなものから、わけのわからない
個人的な悩みまで。そんなモヤモヤ
上司にエールを送る質問・回答集。

【中央】

「愛しの座敷わらし」

荻原浩 著
／朝日新聞出版

高橋晃一、４７歳。地
方への異動で出世の目

は断たれ、家庭では居場所がない。
妻、娘、息子、母親の高橋一家が、
座敷わらしと出会い絆

きずな

を取り戻して
ゆく、希望と再生の物語。 【韮山】

「カルトローレ」
長野まゆみ 著／新潮社

｢証人たち｣

ジョルジュ・シムノン 著
／河出書房新社

被告は一貫して無罪を
主張、公判関係者は全

員が被告が犯人だと信じていたが、
審理の果てに意外な結末が…。人が
人を裁くことの難しさを改めて考え
させられる法廷物の傑作。 【中央】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日毎週月曜日
おはなし会７月１２日（土）１１：００～
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日毎週月曜日
おはなし会７月１７日（木）１４：３０～
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日毎週水曜日
おはなし会７月１２日（土）、２６日（土）

１４：００～

韮山図書館　綿棒で立体を作ろう！
と　き ７月２９日（火）１０：００～１２：００
持ち物 なし
定　員 １５人（申し込み順）
７月８日（火）以降、韮山図書館へ電話か直接お申し込みください。

申込み・問合せ 韮山図書館 電話０５５‐９４９‐８６０５

中央図書館　牛乳パックでびっくりばこを作ろう！
と　き ８月６日（水）１０：００～１２：００
持ち物 牛乳パック（開いてないもの）３個、セロ
テープ、油性マジック（黒、名前書きペンくらいの

太さ）、定規（３０�Aくらいのもの）、はさみ、のり
定　員 ２０人（申し込み順）
７月８日（火）以降、中央図書館へ電話か直接お申し込みください。

問合せ・申込み 中央図書館　電話０５５８‐７６‐５５６６

夏休みは図書館で、「たのしい」「きれい」「おもしろい」を体験し
ちゃいましょう！ ＊１・２年生は保護者同伴でご参加ください。

「もしもきみが無事に船をおりた
ら、そのときは私のところをたず
ねておいで。…大事なのは生きの
びることだ。」謎の航海日誌カルト
ローレ。作家生活２０周年の著者新
境地。 【長岡】

＊【 】内は所蔵館名

スタッフより

＊おはなし会は、赤ちゃん～小学
校低学年くらいまでが対象です。
事前申し込みは不要です。
＊毎月最終金曜日・祝日・年末・年
始などは３館共通の休館日です。
＊詳しくは、月のカレンダー（広報
にはさみ込み）・図書館ホームペー
ジ・各図書館配布の図書館カレンダ
ーをご覧ください。

「クラゲゆらゆら」

楚山いさむ写真・文
／ポプラ社

海のなかを漂う不
思議な生き物、ク

ラゲ。さまざまな大きさ、色、かたち
…そしてその暮らし。刺されれば痛い
けれど、見ているとなぜかいやされる
クラゲの美しい写真絵本。

【韮山・長岡】

小学生のための

スタッフより

「読み聞かせ効果」が科学的に実証
されたと新聞に載っていました。
喜怒哀楽が豊かになり、絆

きずな

も深ま
るそうで、雨の日など親子で本を読
んではいかがですか。思い返せば、

小さい時私もよく
寝る前に本を読ん
でもらったなぁ。
（図書館長 名波）
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音
菩
薩
坐
像
は
、
南
江
間
の
北

條
寺
の
本
尊
と
し
て
祀ま
つ

ら
れ
て

い
ま
す
。
像
の
高
さ
は
、
四
十
七
・
七

�m
で
、
桂
か
つ
ら

材
の
寄よ
せ

木ぎ

造
り
で
す
。

髪
は
髷ま
げ

を
結
っ
た
よ
う
に
し
ば
り
、

髪
の
毛
を
細
く
彫
り
出
し
て
い
ま
す
。

左
手
は
指
を
伸
ば
し
て
膝
の
上
に
置

県指定文化財紹介１０

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その39

市
民
文
化
祭
申
し
込
み

今
秋
開
催
す
る
市
民
文
化
祭
の
参
加
者

を
募
集
中
で
す
。
出
演
・
出
展
を
希
望
す
る

人
は
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
部
門
の
申
込

書
は
社
会
教
育
施
設（
あ

や
め
会
館
・
韮
山
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
・
大
仁
市
民

会
館
）で
配
布
し
て
い
ま

す
。

期
　
限

七
月
十
二
日（
土
）
正
午
必
着

提
出
場
所

社
会
教
育
課（
あ
や
め
会
館
）

提
出
物

市
民
文
化
祭
参
加
申
込
書

申
込
み
・
問
合
せ

社
会
教
育
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

（
＊
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
不
可
）

き
、
右
手
は
真
っ
す
ぐ
垂
ら
し
て
衣
を
押

さ
え
て
い
ま
す
。
右
足
の
み
を
座
禅
の
よ

う
に
曲
げ
（
半
跏
は
ん
か

と
い
い
ま
す
）、
左
足

は
台
か
ら
垂
ら
し
て
い
ま
す
。
衣
は
裾
を

広
げ
て
、台
の
下
ま
で
垂
ら
し
て
い
ま
す
。

表
面
は
黒
漆
塗
り
で
、
目
に
は
水
晶
を
は

め
込
み
玉
眼

ぎ
ょ
く
が
ん
と
し
て
い
ま
す
。

高
く
装
飾
的
な
髪
の
表
現
、
卵
形
の
頭

部
、
知
的
に
引
き
締
ま
っ
た
顔
、
全
体
的

に
柔
ら
か
い
ポ
ー
ズ
を
表
す
、
写
実
的
で

複
雑
な
衣
の
ひ
だ
の
表
現
、
片
足
を
下
に

垂
ら
す
、
な
ど
の
絵
画
的
な
表
現
が
特
徴

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は

宗そ
う

画が
（
中
国
宗
時
代
の
絵
画
・
仏
画
）に
み

ら
れ
る
も
の
で
、
宗
画
を
よ
く
研
究
し
、

日
本
の
中
世
の
仏
像
製
作
技
法
を
受
け
継

い
だ
仏
師
の
製
作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
観
音
菩
薩
坐
像
も
、
先
月
紹
介
し

た
阿
弥
陀
如
来
像
と
同
様
、
拝
観
を
希
望

す
る
場
合
は
前
も
っ
て
寺
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ほうじょうじ かん のん ぼ さつ ざ ぞう

指定区分 県指定有形文化財（彫刻）
指定名称 木造観音菩薩坐像
指定年月日 昭和５２年３月１８日
製作年代 １４世紀ごろ
所蔵者 北條寺（南江間）

電話０５５‐９４８‐１３９９

観
北條寺・木造観音菩薩坐像

社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験
教
室

社
交
ダ
ン
ス
に
興
味
が
あ
る
人
、

初
め
て
の
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

と
　
き
　
八
月
六
日
〜
九
月
二
十
四
日
の

各
水
曜
日（
計
八
回
）十
九
時
〜
二
十
時

と
こ
ろ

古
奈
公
民
館

（
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
横
）

講
　
師

峯
村
知
和
、
小
川
道
代

問
合
せ

舞
踊
部
・
花
ま
る
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル（
小
川
）

電
話
０
９
０（
５
６
１
９
）６
２
６
１ 参加者

募集！

昨年の様子（ちんどん研究会）

締切
間近！

大
仁
町
史
編
纂

事
業
の
仏
像
調

査
で
、
田
京
蔵
春
院
の

本
尊
・
釈
迦
如
来
坐
像

し
ゃ
か
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

が
、
室
町
時
代
に
製
作

さ
れ
た
本
格
的
な
仏
像

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
仏
像
は
、
寄
木
造
り
や
表
面
の
木
肌
、

衣
文
え
も
ん

部
分
に
残
る
ノ
ミ
の
跡
な
ど
か
ら
、
室
町

時
代
に
奈
良
を
中
心
に
活
躍
し
た『
宿
院
仏
師
』

し
ゅ
く
い
ん
ぶ
っ
し

（
高
名
な
仏
像
製
作
集
団
）
が
製
作
し
た
可
能
性

が
高
い
と
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
再
発
見
歴
史
散
歩

そ
の
一

〜
蔵
春
院
の
本
尊
釈
迦
如
来
坐
像（
室
町
期
）を
観
る
〜

奈
良
で
活
躍
し
た
仏
師
の
仏
像
が
ど
う
し
て

こ
こ
に
あ
る
の
か
？
…
謎
を
秘
め
た
釈
迦
如

来
坐
像
を
、
市
の
文
化
財
担
当
と
一
緒
に
見

学
し
ま
せ
ん
か
？
蔵
春
院
に
関
わ
る
周
辺
の

史
跡
も
併
せ
て
散
策
し
ま
す
。

と
　
き

七
月
二
十
六
日（
土
）
十
三
時
〜

と
こ
ろ

伊
豆
箱
根
鉄
道
田
京
駅
に
集
合

→

六
角
堂
跡→

来
朝
塚→

黒
門→

道
祖
神
・
回
国
供
養
塔→

蔵
春
院

（
十
四
時
半
着
、
釈
迦
如
来
坐
像

拝
観
後
、
自
由
行
動
）

＊
蔵
春
院
か
ら
田
京
駅
ま
で
の
帰
り
は

徒
歩
二
十
五
分
ほ
ど
で
す
。

参
加
費

無
料

申
込
み

不
要（
当
日
集
合
場
所
で
受
付
）

旧
蔵春院・釈迦如来坐像


